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(57)【要約】
【課題】洗浄機の稼働状況に応じて内視鏡の予備洗浄を
行う。
【解決手段】洗浄管理サーバ２０は、内視鏡プロセッサ
１０から検査の進行状況を受信して検査終了時刻を予測
し、洗浄機３０から稼働状況を受信して洗浄機３０の使
用可能時刻を予測する。これらの情報に基づいて、予測
した検査終了時刻から予備洗浄機４０のブラシ洗浄部４
１におけるブラシ洗浄を行った場合に、ブラシ洗浄の終
了時に、洗浄機３０が使用可能か否かを判定する。洗浄
機３０が使用可能な場合は予備洗浄機４０のブラシ洗浄
部４１においてブラシによる予備洗浄を行い、洗浄機３
０が使用不可能な場合は予備洗浄機４０のブラシ洗浄部
４１においてブラシによる予備洗浄を行った後、浸漬部
４３において溶液への仮保存を行う。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子により体内の被検部位を撮像する複数の内視鏡と、
　前記内視鏡が接続され、前記撮像素子の出力信号から内視鏡画像を生成する内視鏡プロ
セッサと、
　検査終了後の内視鏡を予備洗浄するための予備洗浄機であって、ブラシによるブラッシ
ング洗浄手段と溶液による浸漬手段とを備えた予備洗浄機と、
　前記予備洗浄された内視鏡を本洗浄するための洗浄機と、
　前記内視鏡プロセッサ、前記予備洗浄機、及び前記洗浄機と通信可能に接続された洗浄
管理サーバであって、前記内視鏡プロセッサから少なくとも検査の終了情報を取得し、前
記洗浄機から該洗浄機の稼働情報を取得する洗浄管理サーバと、を備え、
　前記洗浄管理サーバは、前記取得した情報に基づいて、前記予備洗浄機に対して、検査
終了時から所定時間内に前記洗浄機での本洗浄が可能な内視鏡については前記ブラッシン
グ洗浄手段による予備洗浄を行わせ、検査終了時から所定時間内に前記洗浄機での本洗浄
が不可能な内視鏡については前記ブラッシング手段による予備洗浄後、本洗浄までの期間
、前記浸漬手段による仮保存を行わせることを特徴とする内視鏡の洗浄管理システム。
【請求項２】
　前記浸漬手段に使用される溶液は、前記内視鏡の乾燥を防止する溶液、又は前記内視鏡
に付着した血液及びたんぱく質の溶解を促進する溶液であることを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡の洗浄管理システム。
【請求項３】
　前記内視鏡に付着した血液及びたんぱく質の溶解を促進する溶液は、たんぱく質分解酵
素、脂肪分解酵素、でんぷん分解酵素のうち少なくとも１つの酵素を含む溶液であること
を特徴とする請求項２に記載の内視鏡の洗浄管理システム。
【請求項４】
　前記洗浄管理サーバは、前記内視鏡プロセッサから検査の開始情報を取得し、前記開始
情報に基づいて検査終了時刻を推定する手段を備え、
　前記浸漬手段による内視鏡の仮保存を行わせる場合に、前記推定した検査終了時刻に基
づいて前記浸漬手段に対して予め溶液の注入と前記溶液の温度調節を行わせることを特徴
とする請求項１から３のいずれかに記載の内視鏡の洗浄管理システム。
【請求項５】
　前記予備洗浄機は、前記内視鏡の付着物と結合する染色剤を該内視鏡に塗布する染色手
段を備え、
　前記洗浄機は、前記内視鏡の染色部の有無を判定する判定手段を備え、前記判定手段に
おいて前記染色部が認識されなくなるまで本洗浄を行うことを特徴とする請求項１から４
のいずれかに記載の内視鏡の洗浄管理システム。
【請求項６】
　前記判定手段は、化学的に前記染色剤の残留量を取得する手段であることを特徴とする
請求項５に記載の内視鏡の洗浄管理システム。
【請求項７】
　前記判定手段は前記内視鏡を撮像する撮像手段を備え、該撮像手段により撮像された画
像に基づいて前記内視鏡の染色部の有無を判定することを特徴とする請求項５に記載の内
視鏡の洗浄管理システム。
【請求項８】
　内視鏡が接続され、内視鏡画像を生成する内視鏡プロセッサから少なくとも検査の終了
情報を取得する工程と、
　内視鏡を本洗浄する洗浄機から稼働情報を取得する工程と、
　検査終了後の内視鏡を予備洗浄するための予備洗浄機であって、ブラシによるブラッシ
ング洗浄手段と溶液による浸漬手段とを備えた予備洗浄機を制御する制御工程と、を備え
、
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　前記制御工程は、前記少なくとも検査の終了情報と前記洗浄機の稼動情報に基づいて、
前記予備洗浄機に対して、検査終了時から所定時間内に前記洗浄機での本洗浄が可能な内
視鏡については前記ブラッシング洗浄手段による予備洗浄を行わせ、検査終了時から所定
時間内に前記洗浄機での本洗浄が不可能な内視鏡については前記ブラッシング手段による
予備洗浄後、本洗浄までの期間、前記浸漬手段による仮保存を行わせることを特徴とする
内視鏡の洗浄管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡の洗浄管理システム及び洗浄管理方法に係り、特に洗浄機の稼働状況に
応じて予備洗浄機を制御する内視鏡の洗浄管理システム及び洗浄管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　体内の被検部位に挿入する内視鏡には、検査の際に血液やたんぱく質が付着する。これ
ら付着した血液やたんぱく質は、検査開始から長時間経過すると凝固してしまい、通常の
洗浄処理では洗浄しきれないことがある。このような汚れの固着は、検査後すぐに洗浄を
行うことにより防止することができるが、洗浄機が他の内視鏡を洗浄中であるために、検
査後すぐに洗浄できないような場合も考えられる。
【０００３】
　このような課題を解決するために、特許文献１には、内視鏡の使用後の経過時間に基づ
いた内視鏡洗浄消毒処理を行う内視鏡洗浄消毒管理システムが記載されている。特許文献
１によれば、検査終了時刻と現在時刻とを比較し、検査終了時刻から所定時間未満しか経
過していない場合には自動あるいはマニュアルで設定した時間に基づいて洗浄を行い、検
査終了時刻から所定時間以上経過している場合には前洗浄を要求する警告を行うので、確
実かつ効果的な洗浄を行うことが可能となる。
【特許文献１】特開平２００７－３２５７２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術では、検査終了時刻から所定時間以上経過して
いる場合には、洗浄工程が増加してしまうという欠点があった。また、所定時間以上が経
過したことによって固着した汚れが、洗浄しきれずに残ってしまう可能性があるという問
題点があった。
【０００５】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、洗浄機の稼働状況に応じて予備洗浄
機を制御する内視鏡の洗浄管理システム及び洗浄管理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記目的を達成するために請求項１に記載の内視鏡の洗浄管理システムは、撮像素子に
より体内の被検部位を撮像する複数の内視鏡と、前記内視鏡が接続され、前記撮像素子の
出力信号から内視鏡画像を生成する内視鏡プロセッサと、検査終了後の内視鏡を予備洗浄
するための予備洗浄機であって、ブラシによるブラッシング洗浄手段と溶液による浸漬手
段とを備えた予備洗浄機と、前記予備洗浄された内視鏡を本洗浄するための洗浄機と、前
記内視鏡プロセッサ、前記予備洗浄機、及び前記洗浄機と通信可能に接続された洗浄管理
サーバであって、前記内視鏡プロセッサから少なくとも検査の終了情報を取得し、前記洗
浄機から該洗浄機の稼働情報を取得する洗浄管理サーバとを備え、前記洗浄管理サーバは
、前記取得した情報に基づいて、前記予備洗浄機に対して、検査終了時から所定時間内に
前記洗浄機での本洗浄が可能な内視鏡については前記ブラッシング洗浄手段による予備洗
浄を行わせ、検査終了時から所定時間内に前記洗浄機での本洗浄が不可能な内視鏡につい
ては前記ブラッシング手段による予備洗浄後、本洗浄までの期間、前記浸漬手段による仮
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保存を行わせることを特徴とする。
【０００７】
　請求項１に記載の内視鏡の洗浄管理システムによれば、検査終了時から所定時間内に洗
浄機での本洗浄が可能な内視鏡についてはブラッシング洗浄手段による予備洗浄を行わせ
、検査終了時から所定時間内に洗浄機での本洗浄が不可能な内視鏡についてはブラッシン
グ手段による予備洗浄後、本洗浄までの期間、前記浸漬手段による仮保存を行わせるよう
にしたので、検査終了時から所定時間内に洗浄機での本洗浄ができない場合であっても、
汚れ成分の凝固を防止することができる。
【０００８】
　請求項２に示すように請求項１に記載の内視鏡の洗浄管理システムにおいて、前記浸漬
手段に使用される溶液は、前記内視鏡の乾燥を防止する溶液、又は前記内視鏡に付着した
血液及びたんぱく質の溶解を促進する溶液であることを特徴とする。
【０００９】
　これにより、適切に汚れ成分の凝固を防止することができる。
【００１０】
　請求項３に示すように請求項２に記載の内視鏡の洗浄管理システムにおいて、前記内視
鏡に付着した血液及びたんぱく質の溶解を促進する溶液は、たんぱく質分解酵素、脂肪分
解酵素、でんぷん分解酵素のうち少なくとも１つの酵素を含む溶液であることを特徴とす
る。
【００１１】
　これにより、適切に血液及びたんぱく質を溶解することができる。
【００１２】
　請求項４に示すように請求項１から３のいずれかに記載の内視鏡の洗浄管理システムに
おいて、前記洗浄管理サーバは、前記内視鏡プロセッサから検査の開始情報を取得し、前
記開始情報に基づいて検査終了時刻を推定する手段を備え、前記浸漬手段による内視鏡の
仮保存を行わせる場合に、前記推定した検査終了時刻に基づいて前記浸漬手段に対して予
め溶液の注入と前記溶液の温度調節を行わせることを特徴とする。
【００１３】
　これにより、ブラッシング手段による予備洗浄が終了すると共に浸漬手段による仮保存
を行うことができる。
【００１４】
　請求項５に示すように請求項１から４のいずれかに記載の内視鏡の洗浄管理システムに
おいて、前記予備洗浄機は、前記内視鏡の付着物と結合する染色剤を該内視鏡に塗布する
染色手段を備え、前記洗浄機は、前記内視鏡の染色部の有無を判定する判定手段を備え、
前記判定手段において前記染色部が認識されなくなるまで本洗浄を行うことを特徴とする
。
【００１５】
　これにより、汚れ成分が落ちるまで、適切に洗浄することができる。
【００１６】
　請求項６に示すように請求項５に記載の内視鏡の洗浄管理システムにおいて、前記判定
手段は、化学的に前記染色剤の残留量を取得する手段であることを特徴とする。
【００１７】
　これにより、適切に染色部の有無を判定することができる。
【００１８】
　請求項７に示すように請求項５に記載の内視鏡の洗浄管理システムにおいて、前記判定
手段は前記内視鏡を撮像する撮像手段を備え、該撮像手段により撮像された画像に基づい
て前記内視鏡の染色部の有無を判定することを特徴とする。
【００１９】
　これにより、適切に染色部の有無を判定することができる。
【００２０】
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　前記目的を達成するために請求項８に記載の内視鏡の洗浄管理方法は、内視鏡が接続さ
れ、内視鏡画像を生成する内視鏡プロセッサから少なくとも検査の終了情報を取得する工
程と、内視鏡を本洗浄する洗浄機から稼働情報を取得する工程と、検査終了後の内視鏡を
予備洗浄するための予備洗浄機であって、ブラシによるブラッシング洗浄手段と溶液によ
る浸漬手段とを備えた予備洗浄機を制御する制御工程とを備え、前記制御工程は、前記少
なくとも検査の終了情報と前記洗浄機の稼動情報に基づいて、前記予備洗浄機に対して、
検査終了時から所定時間内に前記洗浄機での本洗浄が可能な内視鏡については前記ブラッ
シング洗浄手段による予備洗浄を行わせ、検査終了時から所定時間内に前記洗浄機での本
洗浄が不可能な内視鏡については前記ブラッシング手段による予備洗浄後、本洗浄までの
期間、前記浸漬手段による仮保存を行わせることを特徴とする。
【００２１】
　これにより、検査終了から所定時間内に洗浄機での本洗浄ができない場合であっても、
汚れ成分の凝固を防止することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、検査終了時から所定時間内に洗浄機での本洗浄が可能な内視鏡につい
てはブラッシング洗浄手段による予備洗浄を行わせ、検査終了時から所定時間内に洗浄機
での本洗浄が不可能な内視鏡についてはブラッシング手段による予備洗浄後、本洗浄まで
の期間、浸漬手段による仮保存を行わせるようにしたので、検査終了時から所定時間内に
洗浄機での本洗浄ができない場合であっても、汚れ成分の凝固を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下に、本発明を実施するための最良の形態について説明する。
【００２４】
　図１は、本発明に係る洗浄管理システム１のブロック図である。
【００２５】
　同図に示すように、洗浄管理システム１は、内視鏡プロセッサ１０、洗浄管理サーバ２
０、洗浄機３０、予備洗浄機４０、及び内視鏡５０から構成されている。
【００２６】
　内視鏡５０は、体腔内の被検部位に挿入されるものであり、ＣＣＤ等の撮像素子、ライ
トガイド、鉗子口等を内蔵している。また、内視鏡５０は複数存在し、それぞれの固有Ｉ
Ｄが記憶されたＲＦＩＤタグ５１を備えている。外部機器では、ＲＦＩＤリーダによりこ
の固有ＩＤを読み出すことにより、それぞれの内視鏡５０を識別することが可能となって
いる。
【００２７】
　内視鏡プロセッサ１０は、図示しないモニタで被検部位を観察することにより内視鏡検
査を行うための装置である。内視鏡プロセッサ１０には内視鏡５０が接続され、内視鏡５
０に内蔵された撮像素子により撮像された画像信号が入力される。内視鏡プロセッサ１０
は、入力された画像信号に対して所定の信号処理を施し、図示しないモニタに表示を行う
。また、内蔵されたＲＦＩＤリーダ１１を用いて、接続されている内視鏡５０のＲＦＩＤ
タグ５１から内視鏡の固有ＩＤを読み取ることが可能となっている。
【００２８】
　予備洗浄機４０は、検査に使用された内視鏡５０について、洗浄機３０による本洗浄の
前に予備洗浄を行う装置である。予備洗浄機４０は、ブラシを擦動させて洗浄を行うブラ
シ洗浄部４１と、ブラシ洗浄後の内視鏡５０を溶液中に仮保存し、内視鏡５０の乾燥を防
止する浸漬部４３から構成されている。浸漬部４３には、血液やたんぱく質を分解する働
きのある溶液を使用し、例えば、酵素入り洗剤を溶解した溶液を使用する。この洗剤は、
タンパク質分解酵素であるプロテアーゼ、脂肪分解酵素であるリパーゼ、でんぷん分解酵
素であるアミラーゼ等を含む洗剤であることが好ましい。なお、浸漬部４３に使用される
溶液は、乾燥を防止するための水道水でもよい。内視鏡５０は、検査終了後に、少なくと
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もブラシ洗浄部４１においてブラシ洗浄が行われてから、洗浄機３０において本洗浄が行
われる。
【００２９】
　ブラシ洗浄部４１、及び浸漬部４３は、それぞれＲＦＩＤリーダ４２、４４を備えてお
り、予備洗浄を行う内視鏡５０のＲＦＩＤタグ５１から、内視鏡５０の固有ＩＤを読み取
ることが可能となっている。
【００３０】
　洗浄機３０は、予備洗浄機４０において予備洗浄された内視鏡５０に対し、洗浄液の液
流により本洗浄を行う。洗浄機３０についてもＲＦＩＤリーダ３１を備えており、本洗浄
を行う内視鏡５０のＲＦＩＤタグ５１から、内視鏡５０の固有ＩＤを読み取ることが可能
となっている。
【００３１】
　洗浄管理サーバ２０は、内視鏡プロセッサ１０、洗浄機３０、及び予備洗浄機４０と通
信可能に接続されており、所定のプロトコルで情報の送受信を行い、洗浄管理システム１
を統括制御する。これらの機器は有線又は無線のＬＡＮを構成してもよい。
【００３２】
　次に、洗浄管理システム１の動作について、図２を用いて説明する。
【００３３】
　まず、複数の内視鏡５０のうちの１つが内視鏡プロセッサに接続され、内視鏡検査が行
われる（ステップＳ１）。このとき、内視鏡プロセッサ１０は、検査に使用している内視
鏡５０のＲＦＩＤタグ５１から、ＲＦＩＤリーダ１１を用いて内視鏡５０の固有ＩＤを読
み取る。また、内視鏡プロセッサ１０に内視鏡５０が接続されたことや、内視鏡プロセッ
サ１０の電源が投入されたことから、検査が開始されたことを検出する。
【００３４】
　内視鏡プロセッサ１０は、洗浄管理サーバ２０に、検査に使用している内視鏡５０の固
有ＩＤと共に検査の開始情報を通知する。洗浄管理サーバ２０は、検査の開始情報から、
検査終了時刻の予測を行う（ステップＳ２）。検査終了時刻の予測精度を高めるために、
内視鏡プロセッサ１０に検査を行う者の情報や被検査者の情報、検査の内容等を入力させ
、検査の開始情報と共にこれらの情報を洗浄管理サーバ２０に通知してもよい。
【００３５】
　また、検査の開始情報ではなく、検査の進行状況を通知してもよい。検査の進行状況は
、例えば、検査を行う者に対して、検査の残り時間を内視鏡プロセッサ１０に入力させて
取得する。さらに、洗浄管理サーバ２０において検査終了時刻を予測するのではなく、内
視鏡プロセッサ１０から検査の終了情報を洗浄管理サーバ２０に通知してもよい。検査が
終了したことは、内視鏡５０が取り外されたことや、内視鏡プロセッサ１０の電源がオフ
されたことから検出する。
【００３６】
　次に、洗浄管理サーバ２０は、洗浄機３０に対して稼働状況を問い合わせ、洗浄機３０
の使用可能時刻の予測を行う（ステップＳ３）。例えば、洗浄機３０が他の内視鏡５０を
洗浄中の場合や、現在は稼動していないが他の内視鏡５０の洗浄が予約されている場合は
、他の内視鏡５０の洗浄終了時刻が使用可能時刻となる。
【００３７】
　この予測した内視鏡５０の検査終了時刻と洗浄機３０の使用可能時刻に基づいて、予測
した検査終了時刻から予備洗浄機４０のブラシ洗浄部４１におけるブラシ洗浄を行った場
合に、ブラシ洗浄の終了時に、洗浄機３０が使用可能か否かを判定する（ステップＳ４）
。
【００３８】
　洗浄機３０が使用可能と判断した場合は、洗浄管理サーバ２０は、予備洗浄機４０のブ
ラシ洗浄部４１に対し、次に洗浄する内視鏡５０の固有ＩＤを通知すると共に、洗浄の準
備を開始させる（ステップＳ５）。その後、検査が終了した内視鏡５０がブラシ洗浄部４
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１にセットされる（ステップＳ６）と、ブラシ洗浄部４１は、ＲＦＩＤリーダ４２により
セットされた内視鏡５０のＲＦＩＤタグ５１から固有ＩＤを読み取り、事前に通知された
固有ＩＤと比較し、該当する内視鏡５０であるか否かを判定する（ステップＳ７）。
【００３９】
　該当する内視鏡５０がセットされている場合は、ブラシ洗浄を行う（ステップＳ８）。
該当する固有ＩＤとは異なる内視鏡５０がセットされている場合は、図示しない表示部や
発音部により、作業者に対して警告を行い、該当内視鏡５０の再セットを促す（ステップ
Ｓ９）。ブラシ洗浄部４１においてブラシ洗浄を行っている間に、洗浄管理サーバ２０は
、洗浄機３０に対して、次に本洗浄を行う内視鏡５０、即ち現在ブラシ洗浄を行っている
内視鏡５０の固有ＩＤを通知する。
【００４０】
　ブラシ洗浄が終了すると、予備洗浄機４０は、図示しない表示部や発音部により、作業
者に予備洗浄が終了し、次の工程が洗浄機３０による本洗浄であることを報知する。作業
者は、内視鏡５０をブラシ洗浄部４１から取り出し、洗浄機３０にセットする（ステップ
Ｓ１０）。洗浄機３０は、ＲＦＩＤリーダ３１によりセットされた内視鏡５０のＲＦＩＤ
タグ５１から固有ＩＤを読み出し、事前に通知されている固有ＩＤと比較し、該当する内
視鏡５０であるか否かを判定する（ステップＳ１１）。
【００４１】
　該当する内視鏡５０がセットされている場合は、本洗浄を行う（ステップＳ１２）。該
当する固有ＩＤとは異なる内視鏡５０がセットされている場合は、図示しない表示部や発
音部により、作業者に対して警告を行い、該当内視鏡５０の再セットを促す（ステップＳ
１３）。
【００４２】
　このように、内視鏡５０の検査終了時刻と洗浄機３０の使用可能時刻を予測し、ブラシ
洗浄終了時に洗浄機３０が使用可能と判断した場合は、予備洗浄としてブラシ洗浄部４１
でのブラシ洗浄だけを行う。
【００４３】
　次に、ステップＳ４において、ブラシ洗浄終了時に洗浄機３０が使用不可能と判断した
場合について説明する。例えば、ブラシ洗浄終了時に洗浄機３０が他の内視鏡５０を洗浄
中と判断した場合が該当する。このように判断した場合には、洗浄管理サーバ２０は、予
備洗浄機４０のブラシ洗浄部４１及び浸漬部４３に対し、次に洗浄する内視鏡５０の固有
ＩＤを通知すると共に、洗浄の準備を開始させる（ステップＳ１４）。浸漬部４３は、洗
浄の準備として、溶液の注入と、溶液が適温となるように温度調整を行う。
【００４４】
　その後、検査が終了した内視鏡５０がブラシ洗浄部４１にセットされる（ステップＳ１
５）と、ブラシ洗浄部４１は、ＲＦＩＤリーダ４２によりセットされた内視鏡５０のＲＦ
ＩＤタグ５１から固有ＩＤを読み取り、事前に通知された固有ＩＤと比較し、該当する内
視鏡５０であるか否かを判定する（ステップＳ１６）。
【００４５】
　該当する内視鏡５０がセットされている場合は、ブラシ洗浄を行う（ステップＳ１７）
。該当する固有ＩＤとは異なる内視鏡５０がセットされている場合は、図示しない表示部
や発音部により、作業者に対して警告を行い、該当内視鏡５０の再セットを促す（ステッ
プＳ１８）。
【００４６】
　ブラシ洗浄が終了すると、ブラシ洗浄部４１は、図示しない表示部や発音部により、作
業者にブラシ洗浄部４１による予備洗浄が終了し、次の工程が浸漬部４３による仮保存で
あることを報知する。作業者は、内視鏡５０をブラシ洗浄部４１から取り出し、浸漬部４
３にセットする（ステップＳ１９）。浸漬部４３は、ＲＦＩＤリーダ３１によりセットさ
れた内視鏡５０のＲＦＩＤタグ５１から固有ＩＤを読み取り、事前に通知されている固有
ＩＤと比較し、該当する内視鏡５０であるか否かを判定する（ステップＳ２０）。
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【００４７】
　該当する内視鏡５０がセットされている場合は、所定時間、仮保存を行う（ステップＳ
２１）。該当する固有ＩＤとは異なる内視鏡５０がセットされている場合は、図示しない
表示部や発音部により、作業者に対して警告を行い、該当内視鏡５０の再セットを促す（
ステップＳ２２）。なお、内視鏡５０のブラシ洗浄部４１から浸漬部４３への移行は、自
動で行われるように構成してもよい。
【００４８】
　浸漬部４３において内視鏡５０が仮保存されている間に、洗浄管理サーバ２０は、洗浄
機３０に対して、次に本洗浄を行う内視鏡５０、即ち現在仮保存を行っている内視鏡５０
の固有ＩＤを通知する。
【００４９】
　仮保存してから所定時間が経過すると、予備洗浄機４０は、図示しない表示部や発音部
により、作業者に浸漬部４３による仮保存が終了し、次の工程が洗浄機３０による本洗浄
であることを報知する。作業者は、内視鏡５０を浸漬部４３から取り出し、洗浄機３０に
セットする（ステップＳ１０）。
【００５０】
　なお、洗浄管理サーバ２０は、仮保存してから所定時間経過後に洗浄機３０に稼働状況
を問い合わせ、まだ稼働中である場合には仮保存の時間を延長してもよい。また、仮保存
してから所定時間経過前であっても、洗浄管理サーバ２０は、洗浄機３０が使用可能にな
ったことを検出した場合には、浸漬部４３での仮保存を終了させてもよい。
【００５１】
　以下、これまでと同様に、洗浄機３０は、セットされた内視鏡５０の固有ＩＤの確認後
（ステップＳ１１）、本洗浄を行う（ステップＳ１２）。
【００５２】
　このように、内視鏡５０の検査終了時刻と洗浄機３０の使用可能時刻を予測し、ブラシ
洗浄終了時に洗浄機３０が使用不可能と判断した場合は、予備洗浄としてブラシ洗浄部４
１でのブラシ洗浄と浸漬部４３での溶液への仮保存を行い、洗浄機３０が使用可能になる
までの時間に内視鏡５０が乾燥することを防止する。
【００５３】
　本実施の形態では、予備洗浄機４０は、ブラシ洗浄部４１においてブラシ洗浄を行った
後に浸漬部４３において仮保存を行ったが、この順序は逆でもよい。即ち、浸漬部４３に
おいて所定時間仮保存を行った後に、ブラシ洗浄部４１においてブラシ洗浄を行なっても
よい。この場合においても、洗浄機３０が使用可能と判断した場合には、ブラシ洗浄だけ
を行う。また、検査終了時に予備洗浄機４０のブラシ洗浄部４１が他の内視鏡５０を洗浄
中の場合も、ブラシ洗浄部４１の洗浄が終了するまで浸漬部４３において仮保存を行なえ
ばよい。
【００５４】
　また、予備洗浄機４０において、検査終了後の内視鏡５０に対して、染色液を噴射して
染色してもよい。染色液は、血液、たんぱく質等と反応する染色材料を用いる。この場合
の洗浄機３０の動作について、図３を用いて説明する。
【００５５】
　図３は、内視鏡５０を染色して洗浄の良否について判断する場合のフローチャートであ
り、図２のフローチャートのステップＳ１２以降の動作を示している。内視鏡５０は、事
前に予備洗浄機４０において染色液により染色される。この染色は、ブラシ洗浄の前でも
後でもよい。ステップＳ１２において、洗浄機３０での本洗浄が行われる。本洗浄が終了
すると、洗浄機３０の図示しない撮影部により、洗浄された内視鏡５０が撮影される（ス
テップＳ３１）。洗浄機３０は、撮影した画像信号について画像処理を行い（ステップＳ
３２）、染色部分の有無に基づいて、汚れが落ちたか否かを判断する（ステップＳ３３）
。汚れが付着していると判断した場合は、ステップＳ１２に戻り、さらに本洗浄を行う。
このとき、汚れを落とすための特殊洗浄工程を追加してもよい。汚れが付着していないと
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【００５６】
　このように、本洗浄前に血液、たんぱく質等と反応する染色液を噴射することにより内
視鏡５０を染色し、本洗浄後に染色部分を判断し、染色部分が残留している場合には再洗
浄することで、適切に洗浄を行うことが可能となる。
【００５７】
　なお、本実施の形態では、内視鏡を撮影して画像処理を行って染色部分の付着の有無に
ついて判断したが、化学的に付着の有無を調べてもよい。例えば、内視鏡５０に酸性色素
溶液を接触させた後に洗浄を行い、洗浄後の内視鏡５０にアルカリ性抽出液を接触させ、
この抽出液を回収し、抽出液中に溶出する酸性色素によって内視鏡５０のたんぱく固着物
の有無の検出を行うことが考えられる。このように構成することで、鉗子口内部等の撮像
できない箇所についても、汚れの付着の有無が判断可能となる。
【００５８】
　また、予備洗浄機４０のブラシ洗浄前において染色を行い、ブラシ洗浄後に汚れの付着
の有無について判断してもよい。この場合は、洗浄機３０での本洗浄を控えているため、
多少の染色部分の付着は問題ないと判断する。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】図１は、本発明に係る洗浄管理システム１のブロック図である。
【図２】図２は、洗浄管理システム１の動作を示すフローチャートである。
【図３】図３は、内視鏡５０を染色して洗浄の良否について判断する場合のフローチャー
トである。
【符号の説明】
【００６０】
　１…洗浄管理システム、１０…内視鏡プロセッサ、１１、３１、４２、４４…ＲＦＩＤ
リーダ、２０…洗浄管理サーバ、３０…洗浄機、４０…予備洗浄機、４１…ブラシ洗浄部
、４３…浸漬部、５０…内視鏡、５１…ＲＦＩＤタグ
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